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資料５ 事業事前計画表（基本設計時） 
 
1. 案件名 
 ヨルダン・ハシェミット王国南部拠点病院及びアル・バシール病院医療機材整備計画 
2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 
  「ヨ」国においては、経済発展に伴い人々の生活の改善が進むと共に基礎的な保健医

療指標の改善も見られ、がんや循環器疾患等の生活習慣病が死因の上位となり、いわゆる

先進国型の疾病構造になりつつあるが、急性呼吸器感染症などの感染症疾患の流行、乳幼

児や女性の健康確保など母子保健、リプロダクティブヘルスの向上等、基礎保健サービス

上の課題も多く残されている。 
 「ヨ」国は、国家開発計画として「社会経済開発計画」（2004～2006 年）を定め、公共
投資ならびに民間投資の促進、構造改革、及び社会資本整備の遅れた地方の開発と貧困削

減を柱に社会開発を進めている。保健医療セクターについては 8 つの重点項目（プライマ
リ・へルス・ケア、病院医療サービス、保健医療財政、医療保険、医療従事者、医療施設・

機材、食糧・医薬品、医療サービスの質）を定めている。以上を踏まえ、「国家保健戦略」

（2005～2010 年）では「国民に対する公平な公共医療サービスの提供」「医療資源の効率
的な活用」を重視することとし、8 つの重点項目の具体的な取り組みを示している。上記
計画及び戦略においては、重点項目の一つとして保健医療施設の整備が掲げられており、

保健省は、地域住民への裨益効果や裨益規模の確保、保健医療サービスにおける都市部と

地方部の地域間格差の是正といった観点から、「ヨ」国の 2・3 次レベルの保健医療施設に
着目し、保健省管轄 29病院のうち 17病院の整備を計画している。保健省と「ヨ」国計画・
国際協力省の協同による「保健医療分野における事業実施計画」（2004～2006 年）におい
ても、医療機材の整備を含む保健省管轄 10病院の整備が計画されている。 
保健医療施設の整備を進めるにあたり、特に全国規模の観点から、首都アンマンにある

アル・バシール病院（3次）、地域格差是正の観点から、貧困層の多い南部のカラク県・マ
アン県のカラク病院・マアン病院（共に 2次）の 3病院の整備を重視している。 
アル・バシール病院（3 次病院）は、全国及び首都圏アンマンにおける病院のトップで

あるものの、多くの 2次病院と同様に、多くの住民に裨益する基礎的な医療機材の老朽化・
破損が進みつつあり、日常の診療サービスに滞りが見られる、他施設より転送されてきた

患者に対する対応も十分に出来ない状況もある等の問題を抱えており、対応が急務とされ

ている。カラク病院・マアン病院（共に 2 次）は、貧困層が多く、開発が遅れている南部
に位置し、保健医療サービスの整備も地域格差により遅れをとっている。医療機材は数、

レベル共に十分には整備されておらず、基礎的な医療機材を中心に機材の老朽化・破損が

進んでおり、診断・治療能力に限界が生じてしまうことから、2 次病院であるものの、十
分なサービスを提供できぬまま首都圏の高次病院に患者を転送する等の状況にある。 
 「ヨ」国政府は、予算不足等が招く以上のような基本的な医療機材整備の困難性を鑑

みて、日本政府に対し、2・3次レベルの病院としての本来機能の回復、保健医療サービス
の改善を達成することを目的にアル・バシール病院とカラク及びマアンの 2 病院を対象と
する基礎的な医療機材の調達に関する無償資金協力を要請してきた。が対象となった。 
 
 本プロジェクトに係るわが国の無償資金協力により、西カリマンタン州の公立病院に求

められている優先性、緊急性の高い産科救急ケアを中心とする病院医療サービスの機能改

善が期待できる。 
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3. プロジェクトの全体計画概要 
 ＊下線部は本無償資金協力の直接関係する活動および投入を示す。 
（1）プロジェクトの全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 
アル・バシール病院及びカラク、マアン病院にいて病院医療サービスが改善される。

《裨益対象の範囲及び規模について》 
  アンマン首都圏及びカラク、マアンの南部地域住民約 235万人とその近接地域住民 
（2）プロジェクト全体計画の成果 
  医療機材が調達される。 
（3）プロジェクト全体計画の主要活動 
 ア. プロジェクト運営のための人員を配置する。 
 イ. 医療機材を調達する。 
 ウ. 上記機材を使用して活動を実施する。 
（4）投入（インプット） 
 ア. 日本側（＝本案件）：無償資金協力 5.23億円 
 イ. 相手国側 
   （ア）機材の運営・維持管理に必要な人員 
   （イ）機材の運営・維持管理に係る経費 
（5）実施体制 
  ・実施機関：アル・バシール病院、カラク病院、マアン病院 
  ・主管官庁：保健省 計画・開発局 プロジェクト管理部 
4. 無償資金協力の内容 
（1）サイト 
 アル・バシール病院（「ヨ国」首都アンマン）、カラク病院（「ヨ国」カラク県）、 
 マアン病院（「ヨ国」マアン県） 
（2）概要 

3病院における、画像診断機材（放射線・超音波）、手術、ICU、産婦人科、新生児、及
び検体検査に関する医療機材の調達 

（3）相手国負担事項 
 既存機材の撤去、据付けが必要となる調達機材に関連する電気や給排水の整備 
（4）概算事業費 
 概算事業費：5.23億円（日本側 5.23億円） 
（5）工期 
 詳細設計・入札期間を含め約 12ヶ月（予定） 
（6）貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 
 特になし。 
5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 
 特になし。 
6. 過去の案件からの教訓の活用 
 特になし。 
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7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
（1）プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

アル・バシール病院 
指 標 

2004年 2008年 
画像診断（X線）待ち時間 平均 2～3日 短縮 
手術待機時間 平均 5～7日 短縮 
      

カラク病院 
指標 

2004年 2008年 
画像診断（X線の撮影・診断）件数 36,165 増加 
手術件数 2,452 増加 
      

マアン病院 
指標 

2004年 2008年 
画像診断（X線の撮影・診断）件数 27,075 増加 
手術件数 1,068 増加 

（2）その他の成果指標 
 特になし。 
（3）評価のタイミング 
 調達機材稼働開始後（2007年以降） 
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資料６ 入手資料リスト 
 

番 号 内  容 
1 名称 

 National Health Strategy, 2005-2010 (Preliminary Draft) 
発行年 
 2005年 
形態（図書･ビデオ･地図･写真等） 
 図書 
コピー・オリジナル 
 コピー 
発行機関 
 保健省（Ministry of Health, the Hashemite Kingdom of Jordan） 

2 名称 
 Annual Statistical Book, 2003 
発行年 
 2003年 
形態（図書･ビデオ･地図･写真等） 
 図書 
コピー・オリジナル 
 オリジナル 
発行機関 
 保健省（Directorate of Information Studies & Research, Ministry of Health） 

3 名称 
 Country Health Profile 
発行年 
 2005年 
形態（図書･ビデオ･地図･写真等） 
 図書 
コピー・オリジナル 
 コピー 
発行機関 
 保健省（Directorate of Planning & Project Administration, Ministry of Health） 

4 名称 
 Country Cooperation Strategy 
発行年 
 2003年 10月 
形態（図書･ビデオ･地図･写真等） 
 図書 
コピー・オリジナル 
 オリジナル 
発行機関 
 World Health Organization（WHO） 

5 名称 
 Technical Report No. 44 
発行年 
 2000年 3月 
形態（図書･ビデオ･地図･写真等） 
 図書 
コピー・オリジナル 
 オリジナル 
発行機関 
 保健省（Directorate of Information Studies & Research, Ministry of Health） 

 


	資料
	4.　討議議事録（M/D)
	基本設計調査
	Annex

	基本設計概要説明調査

	5.　事業事前計画表（基本設計時）
	6.　入手資料リスト




